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条例等審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和４年３月１６日（水） 

午前 ９時５８分  開 会 

午前１１時０３分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  加 澤   明   副委員長  西 村 盛 男 

委  員  久保田 隆 二   委  員  小比類巻 孝幸 

委  員  田 嶋 孝 安   委  員  奥 本 菜保巳 

委  員  春 日 洋 子   委  員  森   三 郎 

副 議 長  瀬 崎 雅 弘 

 

４．欠席委員   なし 

 

５．説 明 員   副市長 ほか 

 

６．事務局職員   庶務係長  織 笠 信 吾 

 

７．案  件   議案第１７号から議案第２９号までの計１３件 

 

８．会議概要 

加澤委員長：定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまより、条例等審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る３月１１日の本会議において、議案第１７号から議案第２９号まで

の計１３件が付託されております。 

 議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 

 議案第１７号三沢市公告式条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第１７号三沢市公告式条例の一部を改正する条例の制定について御説
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明申し上げます。 

 この議案は、三沢市消防団第１分団屯所前掲示場及び三沢市消防団第６分団屯所前掲示

場を廃止するとともに、所要の改正を行うため提案するものであります。 

 議案書の１０ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条の改正は、字句の整備を行うものであります。 

 第２条の改正は、現在３か所に設置している掲示場につきまして、第１分団屯所前及び

第６分団屯所前の２か所を廃止し、市役所前の１か所に集約するものであります。 

 第３条から第６条までの改正は、字句の整備及び所要の改正を行うものであります。 

 附則につきましては、消防団第１分団屯所の解体工事が令和４年１０月から開始される

予定であることから、この条例の施行日を令和４年９月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第１７号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１７号三沢市公告式条例の一部を改正する条例の制定については、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１８号三沢市部設置条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第１８号三沢市部設置条例の一部を改正する条例の制定について御説

明申し上げます。 

 この議案は、令和４年度の機構改革に伴い、部の名称及び分掌事務を改めるため提案す

るものであります。 

 議案書の１２ページを御覧いただきたいと思います。 

 第２条の改正は、福祉部を健康福祉部に改めるものであります。 

 第３条の改正は、市民生活部の分掌事務である市民の健康推進に関することを削り、健

康福祉部に保健衛生に関することを加えるものであります。 

 附則第１項は、施行日を令和４年４月１日とするものであります。 

 附則第２項及び第３項は、この条例の施行に伴い、関係する条例の一部を改正するもの

であります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 
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加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１８号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１８号三沢市部設置条例の一部を改正する条例の制定については、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１９号三沢市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定についてを議

題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第１９号三沢市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定につい

て御説明申し上げます。 

 この議案は、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴

い、引用規定を改めるため提案するものであります。 

 議案書の１４ページを御覧いただきたいと思います。 

 第２条の改正は、この条例において引用している法律の名称を改めるものであります。 

 附則につきましては、施行日を令和４年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

 奥本委員。 

奥本委員：おはようございます。 

 今回、個人情報保護条例ということで、これは引用規定だけの内容だということは十分

承知しておりますが、それに関連して、今はマイナンバーカード等の取組についてはどの

ようになっているのか。今分かる方がいらっしゃれば説明をお願いしたいのですけれど

も。（発言する者あり） 

 今の状況は、また自分で調べます。 

 それとデジタル社会の形成ということなのですが、まだまだデジタル弱者といいます

か、まだこういったことについていけない、自分も含めていらっしゃると思うのです。ほ

かの高齢者の方々で。そういったところにもしっかりと配慮していただくよう、これはお

願いで終わります。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 
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 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第１９号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１９号三沢市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２０号三沢市障がい者施策推進審議会条例の制定についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第２０号三沢市障がい者施策推進審議会条例の制定について御説明申

し上げます。 

 この議案は、障害者基本法の規定に基づき、障害者に関する施策の推進について必要な

事項を調査・審議する機関として、三沢市障がい者施策推進審議会を設置するため提案す

るものであります。 

 議案書の１６ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条は、この審議会の設置について、第２条は、審議会における所掌事務についてを

規定しております。 

 第３条及び第４条は、審議会を組織する人数及び委員の構成、任期について規定してお

ります。 

 第５条は、会長の選出、責務、職務代理について規定しております。 

 第６条及び第７条は、審議会の会議及び必要に応じて委員以外の者から意見を徴すこと

ができることについて規定しております。 

 第８条は、審議会の庶務について、第９条は、委任事項について規定しております。 

 附則第１項につきましては、施行日を令和４年４月１日とするものであります。 

 附則第２項につきましては、この条例の制定に伴い、障がい者施策推進審議会委員の報

酬及び費用弁償について定めるため、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例を一部改正するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

 春日委員。 

春日委員：今般、三沢市障がい者施策推進審議会、はじめての審議会を立ち上げることに

なるということでありますけれども、これに至った経緯、また、これはどのようなまた、

市としてさらなる充実に努めていくものというふうに認識しておりますけれども、現段階

でのこれらの審議会に至った経緯、また、今後の見通し等々、今の時点でお答えできる範

囲でお聞かせいただきたいと思います。 
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加澤委員長：障害福祉課課長補佐。 

細田障害福祉課課長補佐：障害福祉課の細田と申します。ただいまの春日委員の御質問に

お答えいたします。 

 こちらの条例の策定に至った経緯でございますが、まず、これまで三沢市障がい者計画

につきましては、計画期間が５年間とされておりまして、もう一つ、三沢市障がい福祉計

画及び障がい児福祉計画につきましては、３年間の基本計画期間ということで策定してま

いりました。これを策定する際には、それぞれ、その都度、要綱を設置いたしまして委員

会を立ち上げ、そして策定してまいったところでございますが、計画策定後の実施状況を

調査・審議する機関というものがございませんでした。今回、二つの計画の策定時期が同

時期に重なるとなったことを契機といたしまして、その在り方を見直しすることにいたし

ました。 

 また、三沢市では、共生社会の実現というものを市全体としての目標で掲げております

ので、これらの障害者施策、計画の策定だけではなく、共生社会に関係する各種施策の着

実な推進を図るということなどの実施状況についても、今後、調査・審議し施策に反映さ

せていくことを目的といたしまして、今回、この条例を提案いたしまして、障がい者施策

推進審議会条例というタイトルにいたしまして提案させていただいたということになりま

す。 

加澤委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございました。とても丁寧な御説明をいただき、理解させていただ

きました。 

 これまでの様々な施策の実施状況、検証する機会がなかった。これからさらに充実に努

めていくための審議会設置である。このような受け止めをさせていただきました。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

加澤委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：おはようございます。 

 私からは、３条の２の内容でちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 まず、障がい者施策推進審議会、これは非常に必要な審議会であると思っております。

つくっていただきありがたいと思っております。 

 これをまず、内閣府のホームページでちょっと確認させていただきました。その中で

は、障害者基本法の進め方ということで、各自治体で３０人以内の委員で組織することと

いうようなことが書いてあったのですけれども、三沢では１６人ということで、この委員

の割合、⑴から⑸、どのくらいの人数、割合で組織するのか、ちょっと教えてください。 

加澤委員長：障害福祉課課長補佐。 

細田障害福祉課課長補佐：審議会の委員の１６人以内の区分というか、人数割合というこ

となのですけれども、これまで計画を策定する際の委員の割合を今参考にして、これから

検討することではあるのですけれども、大きく分けて福祉団体と福祉施設関係者、それか

ら行政関係、そしてその他ということで、これまで委員を選出させていただいておりまし

て、過去の策定委員会のメンバーは１２人の名簿の中の人数の割合でいきますと、大体福
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祉団体が４名、福祉施設関係者が５名、行政関係が１名、その他ということで２名選出さ

れております。 

 今回、委員を１６人以内としておりますのは、それに加えて、こちらで新たに加えまし

た障害者当事者本人と、それから雇用に関連する職務に従事する者とか、その他市長が認

める者ということで、職業としてはハローワークの方や弁護士の方、それから学識経験を

有する者ということで、計画策定のときにはメンバーに入っておりませんでしたが、差別

解消のほうのメンバーに入っておられました八戸の大学の先生などを候補に考えておりま

す。人数の区分につきましては、これから調整させていただきますので、まだ正確にお答

えすることができない状況でございました。 

 以上でございます。 

加澤委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：今、策定段階ですので、ちょっとあれですけれども、要は何かというと、

⑵番の障害者と、当事者でもやはり特別な配慮が必要な方を委員に入れるというところ

で、どういうふうな取組なのかなと思って、ちょっとその人数割合のところで聞きました

が、今は途中段階ということでしたので了解いたします。 

 要は当事者を入れるというところで、この審議会は特別なものになっていくのかなと、

ちょっと特色のあるものになるのかなと思っております。 

 もう一つ、ちょっと聞きたいというか、意見なのですけれども、１６ページの下から２

行目、⑵障害者。この言葉だけ、何か私はいろいろなところに刺さるのですよ。なぜかと

いうと、⑴、⑶、⑸を見ても、有する者、従事する者、認める者、この範疇にある人とい

うことなのですけれども、⑵番だけ障害者、当事者、あなた。だから、具体的に言います

と、イメージしますと、あなたは障害者なのでこの委員に入ってください、委嘱します、

そういう言い方はどうかなと思うのです。 

 なぜこういう表現になっているのかなと思って、私は先ほども言った内閣府のホーム

ページを見たのですけれども、内閣府のホームページには一番最初に、最初の行のところ

に、障害者とは、この後、使う用語の障害者とはこういう範疇にある方ですよ、こういう

ものを持っている方ですという丁寧な説明がコラム的にあった上で障害者という言葉を

使っています。やはりこういう言葉を使うときには、ちょっと注意が必要なのではないか

と思います。 

 できれば、ここは⑵の障害を有する者にしていただければいいのかなと。もしくは、要

は国のほうで障害者という言葉をちゃんとそういうふうに向けて使っているのだからとい

うのであれば、そういうのもここに何か入れていただけるといいのかなと。ちょっとそこ

の配慮のところが必要なのではないかなと思うのですが、そこのところの見解がもしあり

ましたらお願いします。 

加澤委員長：障害福祉課課長補佐。 

細田障害福祉課課長補佐：今回、ここの障害者という記載につきましては、大変悩んだと

ころではあったのですけれども、障害を有する者というふうに表記するのかどうかという

ところについては、やはりホームページのほうを確かに私も確認させていただいたのです

が、その国の定義を入れるかどうかということについては、ちょっと検討がそこまで及ん
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でいなかったと思いますので、ちょっと確認してからお返事させていただきたいと思いま

す。 

加澤委員長：よろしいですか。（発言する者あり） 

 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第２０号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２０号三沢市障がい者施策推進審議会条例の制定については、原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２１号三沢市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第２１号三沢市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援を図ることを目的として、非常勤職

員の育児休業及び部分休業の取得要件を緩和するため提案するものであります。 

 議案書の２０ページを御覧いただきたいと思います。 

 第２条及び第１８条の改正は、人事院規則の改正により、非常勤職員の育児休業及び部

分休業の要件が在職した期間１年以上であったものを、在職１年未満についても取得可能

とするものであります。 

 附則につきましては、施行日を令和４年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

 奥本委員。 

奥本委員：それでは、質問させていただきます。 

 今現在、非常勤職員で、実際に今までは１年以上勤務の方ということだったのですけれ

ども、既に今はどういう状況なのかちょっとお知らせいただけますか。１年以上の方で実

際に育児休業をされている方がいらっしゃるのか、もしくは１年未満でこれを活用できる

ような方々がいらっしゃるのか、ちょっとお伺いします。 

加澤委員長：総務課長。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの御質問にお答え申し上げます。 

 非常勤職員ということで会計年度任用職員になるのですけれども、会計年度任用職員で
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これまで取得した方はおりません。 

 この条例が４月１日以降の施行日になりますので、４月以降に妊娠された方が対象にな

りますので、先ほど部長が言ったとおり、在職１年未満ということになりますので、たと

えば４月、５月に出産される方も対象になるというようなことになります。 

 以上でございます。（発言する者あり） 

 該当する方は、１名いる予定です。 

 以上でございます。 

加澤委員長：奥本委員。 

奥本委員：そうしましたら、法律が変わるということなので、ぜひとも働きやすい環境、

今は少子化というのが本当に深刻になっている中で、やはり女性の方が働きながら育児す

るということは本当に大変なことだと思います。こういった部分で社会の全体も変わって

きているので、それにしっかり理解を示しながら、周りでも援助というか、示してあげる

ような雰囲気で、このまま対象者の方がいらっしゃった場合に配慮していただきたいとい

うふうに思います。 

 以上です。 

加澤委員長：田嶋委員。 

田嶋委員：関連でお伺いしたいのですが、今こういった形で育児休業の内容というのが

しっかりされてきておりますけれども、男性職員の取得というのに対しては今はどのよう

な状況になっているのかお伺いしたいのですが、よろしくお願いいたします。 

加澤委員長：総務課長。 

田中総務部参事兼総務課長：大変お待たせいたしました。 

 男性職員の育児休業取得者ということで、ここ令和元年度、令和２年度につきましては

男性職員はおりませんが、令和３年度、１名取得者がございます。 

 以上でございます。 

加澤委員長：田嶋委員。 

田嶋委員：ありがとうございます。 

 本当に男性の方々は、女性の方が取るのも非常に苦慮といいますか、周りの方に御迷惑

をかけるという気持ちの中で休まれる方がいらっしゃると思いますけれども、それに合わ

せて男性の場合も大分いらっしゃるのでないのかなというように感じております。そんな

中で、男性職員の方に向けて取りやすい環境ということで何か工夫されているかどうか、

工夫されていることがありましたらお聞かせいただきたいと思いますが。 

加澤委員長：総務課長。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの御質問にお答え申し上げます。 

 工夫していることがあるかというようなことでしたけれども、あくまでも取得される方

の御本人の選択になりますので、総務課のほうからは周知、こういった制度がありますよ

というようなことで周知はしているというふうな状況でございます。 

 以上でございます。 

加澤委員長：田嶋委員。 

田嶋委員：分かりました。 
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 ただ、あれですよね、少子化ということで、お子さんは非常に宝でありますので、やは

り皆さん、自分の子のように考えていただきながら、周りで助け合うというような流れを

つくっていかなければいけないなというように私自身感じておりますが、皆さんも恐らく

そうだと思いますので、いい環境を皆さんでつくっていただきたいと思います。 

 以上です。 

加澤委員長：ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第２１号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２１号三沢市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制

定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２２号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第２２号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、学校運営の改善や児童生徒の健全育成を図ることを目的に設置する三沢市

学校運営協議会の委員の報酬を定めるとともに、所要の改正を行うため提案するものであ

ります。 

 議案書の２２ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条の改正は、年額で定められている報酬について、年の途中で新たにその報酬を受

ける者となった場合や退職等をした場合の支給方法について規定するとともに、その他所

要の改正をするものであります。 

 別表１の改正は、学校運営協議会の委員報酬として年額１万円を定めるものでありま

す。 

 附則につきましては、施行日を令和４年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

 久保田委員。 

久保田委員：まず、三沢市学校運営協議会の委員ですけれども、現時点で何名いらっしゃ

るのでしょうか。質問させていただきます。 

加澤委員長：生涯学習課課長補佐。 
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柿崎生涯学習課課長補佐兼生涯学習係長：それでは、今の御質問にお答えいたします。 

 現時点では、まだ学校運営協議会が導入されておりませんで、この運用は４月１日から

ということになります。現時点では、学校評議員という方が活動されているのですが、そ

ちらのほうに置き代わって、新しく個人ではなくて委員会が設立されるような形になりま

す。まだ全ての学校から委員の案が取りまとまっておりませんので、具体的な数字は言え

ませんが、昨年１２月の時点で全ての学校から委員の想定数を取りまとめたところ、８３

名ほどで構成されるというような状況になっております。 

加澤委員長：久保田委員。 

久保田委員：ありがとうございました。 

 その８３名の方に、私の認識が正しければ年で１万円を払っていくということだと思う

のですけれども、年１万円を払う意義といいますか、あまりに１万円って、例えばその協

議会が年に何回行われるのかというのは、ちょっとまだ私は分からないのですけれども、

交通費みたいのを払うみたいなイメージで考えているような感じのイメージなのか。その

１万円を払うというところに関して再質問させていただきたいと思います。 

加澤委員長：生涯学習課課長補佐。 

柿崎生涯学習課課長補佐兼生涯学習係長：それでは、１万円の根拠についてお話しさせて

いただきます。 

 以前に、これまで導入されておりました学校評議員のほうなのですが、こちらのほうも

年額１万円の報酬ということになっておりました。今回、導入されたこちらの学校運営協

議会のほうですが、各学校で会議がおおむね年３回以上開催される予定になっておりま

す。その中で学校の課題や地域の課題というものを話し合うのですけれども、この中で１

回当たりの会議というところでございまして、自治体によっては１回１回委員報酬を支

払っているというところもございます。そちらのほうがおおむね１回当たり、市の基準で

いきますと３,０００円になりますので、そんな感じでいくとおおむね９,０００円以上と

いうところになります。 

 そして、今回ですけれども、こちらの条例のほうで費用弁償については規定しておりま

せん。なので、費用弁償を合わせまして、あとはふだんの活動も３回以上学校行事に参加

することもございますし、そういったところを含めて１万円として定めたところでござい

ます。 

加澤委員長：久保田委員。 

久保田委員：ありがとうございました。 

 最後に、その話を聞いて理解できましたので、ぜひ学校運営協議会の委員の皆さんがあ

まり持ち出しが出過ぎないように、何か年３回以上ということだったので、すごく頑張ら

れる委員の皆さんは物すごく何回もというか、物すごく開催の回数が多くなって大変にな

らないようになればいいなというところで、最後、そういったところも加味して検討して

いただければと思いますということで、要望として終わります。 

 以上です。 

加澤委員長：要望でよろしいですか。 

久保田委員：要望で。はい、大丈夫です。 
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加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第２２号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２２号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２３号職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第２３号職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制

定について御説明申し上げます。 

 この議案は、救急業務に従事する消防職員の勤務環境整備を図ることを目的として、当

該業務に係る手当を見直すため提案するものであります。 

 議案書の２４ページを御覧いただきたいと思います。 

 第５条の改正は、救急業務に従事する消防職員の出場件数及び処置が拡大していること

から、出場回数１回につき１４０円の救急業務手当を、救急救命士は３００円、その他職

員は２００円に増額するものです。 

 附則につきましては、施行日を令和４年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

 春日委員。 

春日委員：今回、特殊勤務手当に関する条例ということでありましたけれども、１４０円

から３００円、また、その他の職員にあっては２００円ということですけれども、これは

三沢市独自でしょうか、それとも全国的な平均に沿っての今般の改正というふうな受け止

めでよろしいでしょうか。 

加澤委員長：総務課長。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの御質問にお答え申し上げます。 

 消防本部のほうから特殊勤務手当の件ということでうちのほうに相談がございまして、

いろいろ他市の状況も調べたところ、三沢市が一番最低の金額であったということから、

その水準を平均並みにするというような方向で検討した結果、１４０円を救急救命士は３

００円、その他の運転手ですけれども、消防士は２００円というふうにしたものでござい

ます。 
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 以上でございます。 

加澤委員長：春日委員。 

春日委員：正直に申し上げて、随分低い金額だなというふうに、１４０円も驚くばかりで

すけれども、改めてですね。非常に、率直な感想は、随分低い、１４０円だったのだとい

う思いですね。こちらの議案書を見まして、これはもう少し上げるわけにはいかなかった

のかなということが正直な思いでした。段階的に、今後もまた時期を見てアップしていけ

ればいいのかなというような思いもありますけれども、今の時点で今後の見通しといって

も難しいかもしれませんけれども、平常、やはり非常に言うまでもなく文字どおり特殊勤

務ということでありますので、現場に駆け込む、危険も伴う、命を預かる、様々な非常に

尊い任務に当たっていることに考え合わせると、さらなるアップが必要でないかというふ

うに思いますけれども、今の時点でもしお答えできれば、今後のまた見通し等のお考えが

あればお聞かせいただきたいと思います。 

加澤委員長：総務課長。 

田中総務部参事兼総務課長：ただいまの御質問にお答え申し上げます。 

 今の改正によりまして、県平均というか、一番上位のところの水準に来ることになりま

す。 

 委員からお話がありましたとおり、救急救命士で救急搬送というようなことで、大分技

術的にも、それから心労というか、気持ち的にも大変な職務となっておりますので、ここ

はまた状況を確認しながら、必要なときにはまた御相談して、適切な単価に設定させてい

ただきたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

春日委員：ありがとうございます。 

 以上です。 

加澤委員長：ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第２３号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２３号職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついては、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２４号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてを

議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 
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山﨑総務部長：議案第２４号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて御説明申し上げます。 

 この議案は、地方税法等の改正に伴い、未就学児に係る被保険者均等割額を減額すると

ともに、所要の改正を行うため提案するものであります。 

 議案書の２６ページを御覧いただきたいと思います。 

 本則並びに第３条及び第４条の改正は、賦課方式の規定を明確化するため条文を整備す

るものであります。 

 第２１条の改正は、引用している法律の条項を改めるとともに、未就学児に係る被保険

者均等割額の減額について新たな規定を加えるものです。減額の対象は全世帯の未就学児

とし、その額は世帯の所得金額等に応じて基礎課税及び後期高齢者支援金等課税額の被保

険者均等割額に１０分の５を乗じて得た額とするものです。 

 附則第１項につきましては、施行日を令和４年４月１日とするものであります。 

 附則第２項につきましては、改正後の当該条例は令和３年度分までの国民健康保険税に

は適用しない旨を規定するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

 春日委員。 

春日委員：もしお分かりになればお聞きしたいのですけれども、今回、この地方税法等の

改正ということでありますので、国の指針に基づいての改正になるというふうに受け止め

ましたけれども、市では未就学児を抱える国保加入者はどの程度いらっしゃるのでしょう

か。もしお分かりになれば、参考にお聞かせいただきたいと思っております。 

加澤委員長：国保年金課課長補佐。 

石井国保年金課副参事兼課長補佐：ただいまの質問にお答えいたします。 

 未就学児の国保の人数としては、現在２５７名ほどいらっしゃいます。ただし、施行日

以降については、また若干の動きがあると思いますので、現時点では２５７名ということ

になっております。 

 以上です。 

加澤委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございました。 

 非常に国保は厳しい環境ではあると思いますので、こういう世帯に対しての改正という

のは非常にありがたいことだと思っておりました。参考にお聞かせいただきました。あり

がとうございます。 

 以上です。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 
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 採決します。 

 議案第２４号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２４号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２５号三沢市コミュニティ集会施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第２５号三沢市コミュニティ集会施設の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、三沢市浜三沢社会福祉センター及び織笠地域集会所を廃止し、浜三沢地区

コミュニティ集会施設及び織笠地区コミュニティ集会施設を設置するため提案するもので

あります。 

 議案書の３０ページを御覧いただきたいと思います。 

 第２条の改正は、表に新たに設置する２集会施設の名称及び位置を加えるものでありま

す。 

 附則の施行期日につきましては、令和４年７月１日に浜三沢社会福祉センターの供用を

廃止し、浜三沢地区コミュニティ集会施設の供用開始を令和４年１２月１日からとするも

のです。また、織笠地区コミュニティ集会施設の供用開始及び織笠地域集会所の供用廃止

を令和５年４月１日とするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決します。 

 議案第２５号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２５号三沢市コミュニティ集会施設の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２６号三沢市コミュニティ集会施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 



- 15 - 

山﨑総務部長：議案第２６号三沢市コミュニティ集会施設の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について御説明申し上げます。 

 この議案は、現在、建設工事中の塩釜地区コミュニティ集会施設について、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により建設工事の工期を延長することに伴い、当該集会施設の供用

開始日を延期するため提案するものであります。 

 議案書の３２ページを御覧いただきたいと思います。 

 附則第１項の改正は、当該集会施設の供用開始日である条例の施行日を令和４年４月１

日から令和４年６月１日へ２か月延期するものであります。 

 附則につきましては、この条例の施行日を公布の日からとするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

 奥本委員。 

奥本委員：それでは、お聞きしたいと思います。 

 今回、新型コロナウイルス感染症の影響により工事が延期というか、延長されたという

ことなのですけれども、具体的にどういう理由があるのでしょうか。 

加澤委員長：農政課課長補佐。 

山本農政課課長補佐兼改良係長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 塩釜地区のコミュニティ集会施設の建設工事につきましては、当初計画では令和３年９

月２２日から令和４年３月２５日までという計画をしておりましたが、コロナウイルスの

蔓延、これによりまして主に船便等の物流の停滞によりまして、予定しておりました外壁

材や木材の輸入というか、調達に時間を要しました。あと、現場に入っておりました業者

の方でウイルスに感染した方がおりまして、現場の安全確認のために２週間ほど現場のほ

うの作業がストップ等の事態がありまして、その結果、工期内での完成ができなくなった

というものでございます。 

加澤委員長：奥本委員。 

奥本委員：そうしましたら、確実にできる見通しというのはいつ頃になるのですか。３月

２５日だったのが、今度は６月１日というふうに条例で改正されるわけですけれども、完

成予定はいつになるのですか。 

加澤委員長：農政課課長補佐。 

山本農政課課長補佐兼改良係長：延長後の工期としましては、本年５月３１日までとなっ

ております。 

加澤委員長：奥本委員。 

奥本委員：これに伴って工事額、工事の費用、経費が引き上げられるということも考えら

れるのでしょうか。 

加澤委員長：農政課課長補佐。 

山本農政課課長補佐兼改良係長：工事にかかります金額等につきましては、変更になると

いうことはございません。 

 以上です。 

奥本委員：分かりました。 
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加澤委員長：ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第２６号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２６号三沢市コミュニティ集会施設の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 次に、議案第２７号三沢市水道委員会条例の一部を改正する条例の制定についてを議題

といたします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第２７号三沢市水道委員会条例の一部を改正する条例の制定について

御説明申し上げます。 

 この議案は、三沢市水道委員会及び三沢市下水道委員会を統合し、水道事業及び下水道

事業の経営等について調査・審議する機関として、三沢市上下水道委員会を設置するため

提案するものであります。 

 議案書の３４ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条の改正は、委員会の統合に伴い、所要の改正を行うものです。 

 第４条の改正は、委員会の会議に関する規定を整備するとともに、第６条にこれを繰り

下げるものです。 

 第３条の改正は、委員長に関する規定について所要の改正を行うとともに、委員長の職

務代理者に係る規定を整備し、これを第５条に繰り下げるものです。 

 新たに加える第４条につきましては、委員の任期について規定するもので、３５ページ

の第２条は、所掌事務について規定するものであります。 

 附則第１項につきましては、施行日を令和４年５月１日とするものです。 

 附則第２項につきましては、三沢市下水道委員会条例を廃止するものです。 

 附則第３項につきましては、この条例の改正に伴い、上下水道委員会委員の報酬及び費

用弁償について定めるため、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例を一部改正するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 
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 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 議案第２７号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２７号三沢市水道委員会条例の一部を改正する条例の制定については、

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２８号三沢市消防団条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第２８号三沢市消防団条例の一部を改正する条例の制定について御説

明申し上げます。 

 この議案は、三沢市消防団員の確保及び処遇の改善を目的として、報酬及び費用弁償を

改めるとともに、所要の改正を行うため提案するものであります。 

 議案書の３８ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１４条の改正は、報酬に出動報酬を加えるとともに、基本団員及び機能別団員の報酬

の区分及び支給方法を規定するものです。 

 別表第１の改正は、基本団員の年額報酬を増額するものです。 

 別表第２の改正は、出動に係る費用弁償を廃止し、新たに出動報酬について規定するも

のであります。 

 附則第１項につきましては、施行日を令和４年４月１日とするものです。 

 附則第２項につきましては、経過措置を規定するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

 春日委員。 

春日委員：今回、この消防団の年額報酬、非常に充実する、アップされまして、非常にあ

りがたい取組だなという感想を持ちました。 

 先ほどと同じですけれども、今回改正に至った、非常にありがたいことだということが

前提でありますけれども、県内また全国的な標準に合わせた、こういう受け止めでよろし

いでしょうか。 

加澤委員長：消防本部警防課課長補佐。 

坂上消防本部警防課課長補佐：ただいまの質問にお答えします。 

 全国的に消防団員数が減少して、平成３０年度から２年連続１万人が減少しておりま

す。その対策といたしまして、当初、消防庁では、令和２年度にこれまで以上に強い危機

感の下、講ずるべき対策を検討するため、有識者で構成される消防団員の処遇等に関する

検討会を開催し、議論されました。 
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 それで、今年度、同検討会からの報告を踏まえて、総務省消防庁では非常勤消防団員の

報酬の基準を策定されました。その中で、非常勤消防団員の報酬を年額報酬と出場報酬の

２種類とし、消防団員の年額報酬を普通交付税単価の３万６,５００円を標準とするよう

に見直しを検討してくださいということで各自治体に通知されております。その通知に伴

い、消防団員の処遇の改善を図る目的で、今回、議案を提出させていただきました。 

 以上であります。 

加澤委員長：春日委員。 

春日委員：ありがとうございました。 

 これでさらに出てくればいいなというような思いをいたしましたけれども、年額報酬の

支給の方法でありますけれども、これまではたしか一括だったというふうに思いますけれ

ども、２分して９月と３月に支給する、これはどういうことでの取組になったのでしょう

か。 

加澤委員長：消防本部警防課課長補佐。 

坂上消防本部警防課課長補佐：ただいまの質問にお答えします。 

 この年額報酬を２分したことには年度の中途で採用される方や中途で退職される方がお

りますので、２分して報酬を支給するように行いました。 

 以上であります。 

春日委員：ありがとうございます。 

 以上です。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

 小比類巻委員。 

小比類巻委員：私からも２点ほど質問させていただきたいと思いますが、本当に団員の確

保、処遇改善、これは非常に数字に表れて効果があると思いますけれども、まず最初に聞

きたいのが、今現在の団員の人数と、この増額に当たって１年間当たりどのくらい総額が

増額になるのか教えてください。 

加澤委員長：消防本部警防課課長補佐。 

坂上消防本部警防課課長補佐：ただいまの質問にお答えします。 

 今年度３月現在で、団員数は２９６名になります。この人数で増額すると、５２３万

９,５００円が増額される見込みになります。 

 以上であります。 

加澤委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：それほどの負担にならないのかな、５２３万円というのは。はい、分かり

ました。 

 ２９６名と。この２９６名というのが、今現在は少ないのでしょうか。どのくらいの人

数の団員を見込んでいるといいのか。ちょっとそこの数字も教えていただければと思いま

す。 

加澤委員長：消防本部警防課課長補佐。 

坂上消防本部警防課課長補佐：ただいまの質問にお答えします。 

 現在、消防団員の定数は３２０名になります。現在の団員数は２９６名、充足率は９
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２.５％。県内でも充足率においては高いほうの市町村になります。 

 以上です。 

加澤委員長：小比類巻委員。 

小比類巻委員：ありがとうございます。充足率は高いほうだということですが、団員の継

続的な確保のために処遇改善をするということですよね。 

 もう一点聞きたいのですが、この処遇改善、年額が上がったということについて、積極

的なＰＲ、それから広報という活動をして団員確保に努めるというような、今後のそうい

う活動がありましたら教えてください。 

加澤委員長：消防本部警防課課長補佐。 

坂上消防本部警防課課長補佐：ただいまの質問にお答えします。 

 この年額報酬増額に向けてホームページ等で広報し、あと、広報なりチラシなりでも配

る予定で考えております。 

 以上であります。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 議案第２８号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２８号三沢市消防団条例の一部を改正する条例の制定については、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２９号公の施設の指定管理者の指定の期間の変更について（塩釜地区コ

ミュニティ集会施設）を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 総務部長。 

山﨑総務部長：議案第２９号公の施設の指定管理者の指定の期間の変更について御説明申

し上げます。 

 この議案は、現在、建設工事中の塩釜地区コミュニティ集会施設について、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により建設工事の工期を延長することに伴い、当該集会施設の指定

管理者の指定の期間を変更するため提案するものであります。 

 議案書の４２ページを御覧いただきたいと思います。 

 対象施設は塩釜地区コミュニティ集会施設、指定管理者は三沢市塩釜３丁目１２７９番

地、塩釜町内会会長浦田秀人氏であります。変更する指定期間は、変更前は令和４年４月

１日から令和６年３月３１日まで、変更後は令和４年６月１日から令和６年３月３１日ま

でとなります。 



- 20 - 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

加澤委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第２９号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２９号公の施設の指定管理者の指定の期間の変更について（塩釜地区コ

ミュニティ集会施設）は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、条例等審査特別委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

午前１１時０３分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   加 澤   明   

 


